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(54)【発明の名称】 電子機器および液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  発光層に良好に紫外線を照射できると共に、
紫外線発光部が邪魔にならず、且つ衝撃を受けて破損し
ないように紫外線発光部を設置できる。
【解決手段】  モジュール６６と機器ケース６０との間
に保護ガラス６３の周縁部と対応して配置された見切り
部材６７に紫外線発光素子３０を設けたので、この紫外
線発光素子３０が邪魔にならず、しかも衝撃などを受け
て破損しないように紫外線発光素子３０を設置すること
ができると共に、紫外線発光素子３０からの紫外線領域
の光をモジュール６６と保護ガラス６３との間に良好に
照射させることができ、これにより発光層１５に確実に
且つ良好に紫外線を照射でき、発光層１５を十分に発光
させることができる。



(2) 特開２００３－９８２７２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】窓部を有する機器ケースと、
この機器ケース内に少なくとも一部が前記窓部と対応し
て配置されたモジュールと、
このモジュールと前記機器ケースとの間に前記窓部の周
縁部と対応して設けられている枠状部と、
この枠状部に設けられて紫外線領域の光を照射する紫外
線発光部と、
少なくとも前記窓部に対応する前記モジュールの前記一
部に設けられて前記紫外線発光部から照射された紫外線
領域の光に反応して有色発光する発光層とを備えたこと
を特徴とする電子機器。
【請求項２】前記紫外線発光部は、前記枠状部における
前記窓部の内面に接近した位置に設けられていることを
特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】前記枠状部は、透明な材料からなる枠状部
材であり、その枠状部材の内部に空間部が設けられ、こ
の空間部に前記紫外線発光部が配置されていることを特
徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】前記モジュールは、指針および文字板によ
り時刻を指示する機能を備え、前記指針および前記文字
板に前記発光層が設けられていることを特徴する請求項
１～３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】前記モジュールは、液晶表示装置により情
報を表示する機能を備え、少なくとも前記液晶表示装置
に前記発光層が設けられていることを特徴する請求項１
～３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】窓部を有する機器ケースと、
この機器ケース内に前記窓部と対応して配置された液晶
表示装置と、
この液晶表示装置の裏面側に配置されて紫外線領域の光
を発光する紫外線発光部と、
前記液晶表示装置側に設けられて紫外線領域の光に反応
して有色発光する発光層とを備えたことを特徴とする電
子機器。
【請求項７】前記発光層は蓄光物質が混入されているこ
とを特徴とする請求項１または６に記載の電子機器。
【請求項８】一対の透明な電極基板間に液晶を封入して
なる液晶セルと、
この液晶セルの上面に配置された紫外線透過型の上偏光
板と、
前記液晶セルの下面に配置された紫外線透過型の下偏光
板と、
この下偏光板の下側に配置された反射板と、
この反射板の上面に設けられて紫外線領域の光に反応し
て有色発光する発光層とを備えたことを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項９】窓部を有する機器ケースと、
この機器ケース内に前記窓部と対応して配置されたモジ
ュールと、 *
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*前記機器ケース内に前記窓部の周縁部と対応して配置さ
れた紫外線領域の光を発光する紫外線発光部と、
前記モジュールに設けられて紫外線領域の光に反応して
有色発光する発光層と、
前記窓部の表裏面の少なくとも一方に設けられ且つ前記
紫外線発光部で発光した紫外線領域の光を反射してこれ
以外の光を透過する紫外線反射膜とを備えたことを特徴
とする電子機器。
【請求項１０】窓部を有する機器ケース内に少なくとも
液晶表示装置を有するモジュールを前記窓部に対応させ
て配置した電子機器において、
前記液晶表示装置は、一対の透明な電極基板間に液晶を
封入してなる液晶セルと、この液晶セルの上面および下
面にそれぞれ配置された紫外線透過型の一対の偏光板
と、前記液晶セルの下側に位置する前記偏光板の下側に
配置された反射板とからなり、
前記機器ケース内に紫外線領域の光を発光する紫外線発
光部を前記窓部の周縁部に対応させて配置し、
前記液晶表示装置の前記反射板上に紫外線領域の光に反
応して有色発光する発光層を設け、
前記窓部の表裏面の少なくとも一方に前記紫外線発光部
で発光した紫外線領域の光を反射してこれ以外の光を透
過する紫外線反射膜を設けたことを特徴とする電子機
器。
【請求項１１】前記紫外線反射膜は、前記機器ケースの
外部から前記窓部に入射する外部光のうち、紫外線領域
の光のみを遮断することを特徴とする請求項９または１
０に記載の電子機器。
【請求項１２】前記紫外線反射膜は、薄膜の蒸着層を積
層した構造であることを特徴とする請求項９～１１のい
ずれかに記載の電子機器。
【請求項１３】前記紫外線反射膜は、波長が４５０ｎｍ
以上の紫外線領域外の光を９２％以上透過し、前記紫外
線発光部からの紫外線領域の光を７０％～９０％反射
し、且つ前記機器ケースの外部から前記窓部に入射する
紫外線領域の光のうち、波長が３００ｎｍ以下の光を９
０％以上遮断し、好ましくは波長が４００ｎｍ以下の光
を９８％程度遮断する構造であることを特徴とする請求
項９～１２のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１４】前記発光層は、前記紫外線発光部から遠
ざかるに従って発光量が次第に多くなるように構成され
ていることを特徴とする請求項９～１３のいずれかに記
載の電子機器。
【請求項１５】前記発光層は、前記紫外線発光部から遠
ざかるに従って発光する可視光線領域の光の波長が次第
に短くなるように構成されていることを特徴とする請求
項１４に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、腕時計や携帯電



(3) 特開２００３－９８２７２

10

20

30

40

50

3
話機などの電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば、腕時計においては、文字板や指
針などの時計部品に夜光塗料などの蓄光塗料を印刷など
により部分的に塗布して蓄光部を設けることにより、明
るい所で蓄光部が外部光を受けてエネルギを蓄え、暗い
所で蓄光部が蓄えたエネルギにより発光するようにした
ものがある。このような腕時計では、暗い所で蓄光部が
短時間発光して時刻を知ることはできるが、使用者が希
望するときに蓄光部を発光させたり、長時間発光させた
りすることができない。
【０００３】そこで、従来では、光源を用いて使用者が
希望するときに蓄光部を発光させることが提案されてい
る。この種の腕時計としては、文字板の下側に導光板を
配置し、この導光板の側面に光源を配置し、この光源か
らの光を導光板で導いて文字板の下面側に照射した構造
のもの、あるいは文字板の上方に光源を配置した構造の
ものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前者の
腕時計では、光源からの光が弱くなり、文字板や指針に
設けられた蓄光部に光のエネルギを十分に蓄えさせるこ
とができないという問題がある。また、後者の腕時計で
は、光源の光を強くすれば、文字板や指針の蓄光部に光
のエネルギを十分に蓄えさせることはできるが、文字板
の上側が光源からの光で明るくなるため、蓄光部を設け
る意味がなく、また光源を設置する場合、光源が文字板
や指針の邪魔にならず、しかも衝撃を受けて破損しない
ように、光源を設置する必要があり、その設置構造が煩
雑で、簡単に光源を設置することができないという問題
がある。
【０００５】この発明の課題は、発光層に良好に紫外線
を照射できると共に、紫外線発光部が邪魔にならず、且
つ衝撃を受けて破損しないように紫外線発光部を設置で
きるようにすることである。また、この発明の他の課題
は、発光層でバックライト機能を果たし、装飾性にも優
れたものを得ることである。さらに、この発明の他の課
題は、紫外線発光部で発光した紫外線領域の光を損失す
ることなく効率良く発光層に照射できるようにすること
である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】この発明は、上記課題を
解決するために、次のような構成要素を備えている。な
お、各構成要素には、後述する各実施形態の項で説明さ
れる各要素に付されている図面の参照番号などを括弧と
ともに付す。
【０００７】請求項１に記載の発明は、図１～図２４に
示すように、窓部（時計ガラス３、保護ガラス６３）を
有する機器ケース（腕時計ケース１、機器ケース６０）
と、この機器ケース内に少なくとも一部が前記窓部と対

4
応して配置されたモジュール（時計モジュール６、４
９、モジュール６６）と、このモジュールと前記機器ケ
ースとの間に前記窓部の周縁部と対応して設けられてい
る枠状部（見切り部材１２、６７）と、この枠状部に設
けられて紫外線領域の光を照射する紫外線発光部（紫外
線ランプ３０）と、少なくとも前記窓部に対応する前記
モジュールの前記一部に設けられて前記紫外線発光部か
ら照射された紫外線領域の光に反応して有色発光する発
光層（１５）とを備えたことを特徴とする電子機器（腕
時計、携帯電話機）である。この発明によれば、モジュ
ールと機器ケースとの間に窓部の周縁部と対応して配置
された枠状部材に紫外線発光部を設けたので、紫外線発
光部が邪魔にならず、しかも衝撃などを受けて破損しな
いように紫外線発光部を設置することができると共に、
紫外線発光部からの紫外線領域の光をモジュールと窓部
との間に良好に照射させることができ、これにより発光
層に確実に且つ良好に紫外線を照射でき、発光層を十分
に発光させることができる。
【０００８】また、請求項２に記載の発明は、図１６に
示すように、前記紫外線発光部（紫外線ランプ３０）が
前記枠状部（見切り部材１２）における前記窓部の内面
に接近した位置に設けられていることにより、より一
層、良好にモジュールと窓部との間に紫外線領域の光を
照射させることができる。請求項３に記載の発明は、図
１８（ａ）および図１８（ｂ）に示すように、前記枠状
部（見切り部材１２）が透明な材料からなる枠状部材で
あり、その枠状部材の内部に空間部（凹部３２、空間部
３３）が設けられ、この空間部に前記紫外線発光部（紫
外線ランプ３０）が配置されていることにより、請求項
１に記載された発明よりも、より一層、紫外線発光部が
邪魔にならず、しかも衝撃などを受けて破損しないよう
に、紫外線発光部を設置することができる。
【０００９】さらに、請求項４に記載の発明は、図１６
に示すように、前記モジュール（時計モジュール６）
が、指針（１１）および文字板（５）により時刻を指示
する機能を備え、前記指針および前記文字板に前記発光
層（１５）が設けられていることにより、紫外線発光部
からの紫外線に発光部が反応して有色発光するので、暗
い所でも容易に時刻を知ることができる。請求項５に記
載の発明は、図２０～図２３に示すように、前記モジュ
ール（時計モジュール４０、モジュール６６）が、液晶
表示装置（４１）により情報を表示する機能を備え、少
なくとも前記液晶表示装置に前記発光層（１５）が設け
られていることにより、紫外線発光部からの紫外線に発
光部が反応して有色発光するので、暗い所でも容易に時
刻を視認することができる。
【００１０】また、請求項６に記載の発明は、図２１に
示すように、窓部（時計ガラス３）を有する機器ケース
（腕時計ケース１）と、この機器ケース内に前記窓部と
対応して配置された液晶表示装置（５０）と、この液晶
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表示装置の裏面側に配置されて紫外線領域の光を発光す
る紫外線発光部（紫外線発光装置５１）と、前記液晶表
示装置に設けられて紫外線領域の光に反応して有色発光
する発光層（１５）とを備えたことを特徴とする電子機
器（腕時計）である。この発明によれば、紫外線発光部
を点灯させて紫外線領域の光を発光させると、その紫外
線領域の光により発光層が反応して有色発光するので、
この発光層の有色発光により液晶表示装置を照明するこ
とができ、これにより発光層でバックライト機能を果た
すことができ、且つこの発光層の有色発光により装飾性
にも優れたものを得ることができる。
【００１１】請求項７に記載の発明は、図１１に示すよ
うに、前記発光層（１５）に蓄光物質（１７）が混入さ
れていることにより、発光層中の蓄光物質が発光層の発
光時の光によりエネルギを蓄え、紫外線発光部が消灯し
た後に、蓄光物質が残光として発光するので、残光機能
をもたせることができ、これによっても装飾性の高いも
のを得ることができると共に、紫外線発光部を間歇的に
発光させる時間間隔を長くすることができ、消費電力の
低減化をも図ることができる。
【００１２】請求項８に記載の発明は、図２０～図２９
に示すように、一対の透明な電極基板（４２、４３）間
に液晶を封入してなる液晶セル（８７）と、この液晶セ
ルの上面に配置された紫外線透過型の上偏光板（４４）
と、前記液晶セルの下面に配置された紫外線透過型の下
偏光板（４５）と、この下偏光板の下側に配置された反
射板（４６）と、この反射板の上面に設けられて紫外線
領域の光に反応して有色発光する発光層（１５）とを備
えたことを特徴とする液晶表示装置（８６）である。こ
の発明によれば、上偏光板と下偏光板が紫外線透過型で
あるから、紫外線領域の光を含む光が上偏光板から入射
すると、その光が上偏光板、液晶セル、および下偏光板
を透過し、この透過した光のうち、紫外線領域外の光、
例えば可視光線領域の光は発光層を透過して反射板で反
射されるので、この反射された光によって液晶セルを照
明することができ、また紫外線領域の光は発光層に照射
されると、この紫外線領域の光に発光層が反応して有色
発光するので、この発光層の有色発光により液晶セルを
照明することができ、このため上偏光板から入射する光
が紫外線領域外の可視光線領域の光であっても、また紫
外線領域の光であっても、良好に液晶セルを照明するこ
とができる。
【００１３】請求項９に記載の発明は、図１６～図２９
に示すように、窓部（時計ガラス３、保護ガラス６３）
を有する機器ケース（腕時計ケース１、機器ケース６
０）と、この機器ケース内に前記窓部と対応して配置さ
れたモジュール（時計モジュール６、４０、８０、モジ
ュール６６）と、前記機器ケース内に前記窓部の周縁部
と対応して配置された紫外線領域の光を発光する紫外線
発光部（紫外線発光素子３０、８１）と、前記モジュー
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ルに設けられて紫外線領域の光に反応して有色発光する
発光層（１５）と、前記窓部の表裏面の少なくとも一方
に設けられ且つ前記紫外線発光部で発光した紫外線領域
の光を反射してこれ以外の光を透過する紫外線反射膜
（８２）とを備えたことを特徴とする電子機器である。
この発明によれば、紫外線発光部を発光させると、その
紫外線領域の光が機器ケース内に放射され、その一部の
光がモジュールの発光層に直接照射されると共に、他の
一部の光が窓部の紫外線反射膜で反射されて発光層に照
射されるので、紫外線発光部で発光した紫外線領域の光
を損失することなく効率良く発光層に照射させることが
でき、これにより発光層を十分に発光させることができ
る。
【００１４】請求項１０に記載の発明は、図２０～図２
９に示すように、窓部（時計ガラス３、保護ガラス６
３）を有する機器ケース（腕時計ケース１、機器ケース
６０）内に少なくとも液晶表示装置（４１、８６）を有
するモジュール（時計モジュール４０、８０）を前記窓
部に対応させて配置した電子機器において、前記液晶表
示装置は、一対の透明な電極基板（４２、４３）間に液
晶を封入してなる液晶セル（８７）と、この液晶セルの
上面および下面にそれぞれ配置された紫外線透過型の一
対の偏光板（４４、４５）と、前記液晶セルの下側に位
置する前記偏光板の下側に配置された反射板（４６）と
からなり、前記機器ケース内に紫外線領域の光を発光す
る紫外線発光部（紫外線発光素子３０、８１）を前記窓
部の周縁部に対応させて配置し、前記液晶表示装置の前
記反射板上に紫外線領域の光に反応して有色発光する発
光層（１５）を設け、前記窓部の表裏面の少なくとも一
方に前記紫外線発光部で発光した紫外線領域の光を反射
してこれ以外の光を透過する紫外線反射膜（８２）を設
けたことを特徴とする電子機器である。
【００１５】この発明によれば、液晶表示装置の一対の
偏光板が紫外線透過型で、且つ反射板の上面に発光層を
設けているので、請求項８に記載の発明と同様、可視光
線領域の光であっても、紫外線領域の光であっても、良
好に液晶セルを照明することができ、また機器ケースの
窓部に紫外線反射膜を設けているので、請求項９に記載
の発明と同様、紫外線発光部で発光した紫外線領域の光
を損失することなく効率良く発光層に照射させることが
でき、これにより発光層を十分に発光させて液晶セルを
明るく照明することができる。
【００１６】請求項１１に記載の発明は、図２６および
図２８に示すように、前記紫外線反射膜（８２）が、前
記機器ケース（腕時計ケース１）の外部から前記窓部
（時計ガラス３）に入射する外部光のうち、紫外線領域
の光のみを遮断することを特徴とする請求項９または１
０に記載の電子機器である。この発明によれば、請求項
９または１０に記載の発明と同様の作用効果があるほ
か、特に機器ケースの外部から窓部に入射する外部光の



(5) 特開２００３－９８２７２

10

20

30

40

50

7
うち、紫外線領域の光のみを紫外線反射膜が遮断するの
で、外部光に含まれている紫外線領域の光が機器ケース
内の発光層に照射されることがないばかりか、特に波長
の短い有害な紫外線領域の光が機器ケース内に入射する
のを防ぐことができ、これにより液晶表示装置の液晶層
の劣化を防ぐことができる。
【００１７】請求項１２に記載の発明は、図２８に示す
ように、前記紫外線反射膜（８２）が、薄膜の蒸着層を
積層した構造であることを特徴とする請求項９～１１の
いずれかに記載の電子機器である。この発明によれば、
紫外線反射膜が蒸着層を積層させた構造であるから、蒸
着層の積層数、蒸着層の層厚を適宜選択することによ
り、紫外線領域の光の反射率および紫外線領域外の可視
光線などの光の透過率を最適に設定することができる。
例えば、蒸着層の積層数を多くすると、紫外線領域の光
の反射率が高くなり、また蒸着層の層厚を厚くしても、
紫外線領域の光の反射率が高くなるので、これらを組み
合わせることにより最適な反射率を得ることができる。
【００１８】請求項１３に記載の発明は、図２８に示す
ように、前記紫外線反射膜（８２）が、波長４５０ｎｍ
以上の紫外線領域外の光を９２％以上透過し、前記紫外
線発光部（紫外線発光素子８１）からの紫外線領域の光
を７０％～９０％反射し、且つ前記機器ケース（腕時計
ケース１）の外部から前記窓部（時計ガラス３）に入射
する紫外線領域の光のうち、３００ｎｍ以下の波長の光
を９０％以上遮断し、好ましくは４００ｎｍ以下の波長
の光を９８％程度遮断する構造であることを特徴とする
請求項９～１２のいずれかに記載の電子機器である。こ
の発明によれば、紫外線発光部で発光した紫外線領域の
光を紫外線反射膜が７０％～９０％反射するので、紫外
線発光部で発光した紫外線領域の光を効率良く反射して
十分に発光層に照射することができ、また外部からの紫
外線領域の光のうち、３００ｎｍ以下の波長の光を９０
％以上遮断し、好ましくは４００ｎｍ以下の波長の光を
９８％程度遮断するので、外部からの紫外線領域の光を
ほぼ確実にカットすることができ、しかも波長４５０ｎ
ｍ以上の紫外線領域外の光を９２％以上透過するので、
紫外線反射膜を透過した紫外線領域外の光によって機器
ケースの内部を良好に照明することができる。
【００１９】請求項１４に記載の発明は、図１３および
図２５に示すように、前記発光層（１５）を、前記紫外
線発光部（紫外線発光素子８１）から遠ざかるに従って
発光量が次第に多くなるように構成したことを特徴とす
る請求項９～１３のいずれかに記載の電子機器である。
この発明によれば、紫外線発光部の近傍の発光層に紫外
線領域の光の照射量が多くても、その発光層による発光
量が少なく、紫外線発光部から遠ざかるに従って紫外線
領域の光の照射量が少なくても、発光層による発光量が
多くなるので、紫外線発光部の近傍であっても、また紫
外線発光部から離れていても、ほぼ均一な明るさで発光
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させることができる。
【００２０】請求項１５に記載の発明は、図２５に示す
ように、前記発光層（１５）を、前記紫外線発光部（紫
外線発光素子８１）から遠ざかるに従って発光する可視
光線領域の光の波長が次第に短くなるように構成したこ
とを特徴とする請求項１４に記載の電子機器である。こ
の発明によれば、紫外線発光部の近傍では発光層で発光
する可視光線領域の光の波長が長い赤色系で、紫外線発
光部から遠ざかるに従って、発光層で発光する可視光線
領域の光の波長が次第に短くなる緑色系、青色系の順で
発光させることにより、紫外線発光部の近傍であって
も、また紫外線発光部から離れていても、ほぼ均一な明
るさで発光させることができるほか、発光層で発光する
光を色分けすることができ、これにより装飾性に優れた
ものを得ることができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】［第１実施形態］以下、図１～図
７を参照して、この発明を腕時計に適用した第１実施形
態について説明する。図１は腕時計の一部省略側面図、
図２は図１における時計バンドを除く腕時計ケースの拡
大平面図、図３はその内部構造を示した要部の拡大断面
図である。この腕時計は、機器ケースとなる腕時計ケー
ス１を備えている。この腕時計ケース１の上部外周に
は、図２に示すように、ベゼル２が設けられており、こ
の腕時計ケース１の上部中央に設けられている窓部１ａ
には、図３に示すように、時計ガラス３がパッキン４を
介して装着されている。また、この腕時計ケース１の内
部には、文字板５と時計モジュール６とが収納されてお
り、この腕時計ケース１の下面には、裏蓋７が防水リン
グ８を介して取り付けられている。さらに、腕時計ケー
ス１の１２時側と６時側には、図１に示すように、時計
バンド９が取り付けられている。
【００２２】時計モジュール６は、アナログ機能とデジ
タル機能のうち、少なくともアナログ機能を備え、図３
に示すように、文字板５の上方に指針軸１０が突出し、
この突出した指針軸１０の上端部に取り付けられた時
針、分針などの指針１１が運針するように構成されてい
る。また、腕時計ケース１の内周面には、見切り部材１
２が文字板５の周縁部の上面と時計ガラス３の周縁部の
下面とに当接して設けられている。文字板５は、円形状
の平板で、その中心部に指針軸１０が挿入する貫通孔１
３が設けられていると共に、その上面における外周縁に
時字１４が設けられ、その上方を指針１１が運針するよ
うに構成されている。
【００２３】ところで、この腕時計の時計部品であるベ
ゼル２、時計ガラス３、文字板５、指針１１、見切り部
材１２、および時計バンド９には、それぞれ発光層１５
が設けられている。例えば、時計ガラス３は、図４に示
すように、その上面における外周部および中央の所定個
所（例えばマーク部分）に発光層１５が設けられてい
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る。また、文字板５は、図５に示すように、その上面に
おける所定個所（例えばマーク部分）および時字１４の
上面に発光層１５が設けられている。指針１１は、図６
に示すように、その上面全域に発光層１５が設けられて
いる。さらに、ベゼル２および時計バンド９は、図１お
よび図２に示すように、その各上面のほぼ全域に発光層
１５が設けられている。
【００２４】これら発光層１５は、３５０～４２０ｎｍ
（ナノメートル：ナノは１０億分の１メートル）または
２５４～３６５ｎｍの紫外線領域の光の波長に反応して
有色発光し、紫外線領域の光が照射されないときに透明
な状態を呈するものであり、図７に示すように、その層
厚が波形状に変化して各時計部品（図７では文字板５を
示す）の上面に塗布された上、透明なオーバーコート膜
１６によって覆われ、この状態で紫外線領域の光が照射
されると、その層厚の変化に応じて発光色に濃淡が生じ
るように構成されている。また、これら発光層１５の発
光色は、緑（黄色）、青、赤を基本とし、その色バリエ
ーションが１０～１３種類ある。この場合、各発光層１
５の発光色は、各時計部品とも全て同じ色であっても良
いが、時刻を視認しやすくするために、少なくとも文字
板５および時計ガラス３の各発光層１５と指針１１の発
光層１５とは、異なる発光色であることが望ましい。例
えば、指針１１の発光層１５は赤系色で発光し、文字板
５および時計ガラス３の各発光層１５は青系色で発光す
ることが望ましい。
【００２５】このような腕時計によれば、紫外線領域の
光がほとんど当らない屋内などの所では、各時計部品、
つまりベゼル２、時計ガラス３、文字板５、指針１１、
見切り部材１２、および時計バンド９にそれぞれ設けら
れた発光層１５が透明であるから、各発光層１５により
各時計部品の表面（生地色）が影響を受けることがな
く、各時計部品の表面がそのまま透けて見る。また、紫
外線領域の光が当る屋外などの所では、透明な発光層１
５が紫外線領域の光に反応して有色発光するので、ベゼ
ル２、時計ガラス３、文字板５、指針１１、見切り部材
１２、および時計バンド９などの各時計部品がそれぞれ
光って見える。
【００２６】このときには、指針１１の発光層１５と文
字板５および時計ガラス３の各発光層１４とが異なる
色、例えば指針１１の発光層１５が赤系色で発光し、文
字板５および時計ガラス３の各発光層１５が青系色で発
光することにより、容易に時刻を視認することができ
る。特に、各発光層１５は、図７に示すように、その層
厚が波形状に変化していることにより、その層厚の変化
に応じて発光色に濃淡が生じるので、各発光層１５によ
り発光色の濃淡を表現することができ、これによりグラ
デーションなどの微妙な表現が可能になり、装飾効果の
高いものを得ることができる。この場合、各発光層１５
は、透明なオーバーコート膜１６で覆われて保護されて
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いるので、各発光層１５の耐久性を向上させることがで
きると共に、時計部品となる被加工物に発光層１５が影
響されないため、各時計部品の材料を自由に選定するこ
とができる。
【００２７】なお、上記第１実施形態では、文字板５の
上面側に発光層１５を部分的に設け、指針１１の上面全
域に発光層１５を設け、時計ガラス３の上面に発光層１
５を部分的に設けたが、これに限らず、例えば図８
（ａ）に示すように文字板５の上面全体に発光層１５を
設け、図８（ｂ）に示すように、指針１１の一部のみに
発光層１５を設け、時計ガラス３の上面全域に発光層１
５を設けても良い。この場合にも、文字板５および時計
ガラス３の各発光層１５と指針１１の発光層１５とは、
異なる色で発光するように構成すれば良い。このように
構成しても、第１実施形態と同様の作用効果がある。
【００２８】また、上記第１実施形態では、時計ガラス
３と文字板５との各上面、および見切り部材１２の表面
にそれぞれ発光層１５を設けたが、これに限らず、例え
ば図９に示すように、時計ガラス３の下面、文字板５が
透明であればその下面にそれぞれ発光層１５を設けても
良く、また見切り部材１２が透明であればその内面に発
光層１５を設けても良い。さらに、図１０に示すよう
に、時計ガラス３が２枚のガラス板３ａ、３ｂを貼り合
わせた構造の場合には、２枚のガラス板３ａ、３ｂ間に
発光層１５を挟んだ構造でも良い。このようないずれの
構造においても、第１実施形態と同様の作用効果があ
る。
【００２９】さらに、上記第１実施形態では、各発光層
１５の層厚を波形状に変化させて形成した場合について
述べたが、これに限らず、例えば階段状に変化するよう
に形成しても良く、また図１１に示すように、発光層１
５中に蓄光物質１７を混入させても良い。このように蓄
光物質１７を混入させた場合には、発光層１５中の蓄光
物質１７が発光層１５の発光時の光によりエネルギを蓄
え、紫外線領域の光が照射された後に、蓄光物質１７が
残光として発光するので、残光機能をもたせることがで
き、これによっても装飾性の高いものを得ることができ
る。
【００３０】［第２実施形態］次に、図１２を参照し
て、この発明を腕時計に適用した第２実施形態について
説明する。なお、図１～図１１に示された第１実施形態
およびその各変形例と同一部分には同一符号を付して説
明する。この腕時計は、文字板５の上面に積層構造の透
明な発光層２０を設けた構造で、これ以外は第１実施形
態とほぼ同じ構造になっている。すなわち、この透明な
発光層２０は、紫外線領域の光に反応して異なる色で発
光する第１～第３発光膜２１～２３を積層した構造で、
文字板５の上面のうち、所定個所（例えばマーク部分）
および、または時字１４の上面に設けられている。
【００３１】この場合、第１～第３発光膜２１～２３
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は、紫外線領域の光（波長３５０～４２０ｎｍ）に反応
してそれぞれ異なる色で発光し、紫外線領域の光が照射
されないときに透明な状態を呈するものであり、その発
光色は、それぞれ緑（黄色）、青、赤を基本とし、その
色バリエーションが１０～１３種類ある。例えば、第１
発光膜２１は緑（黄色）系色で発光し、第２発光膜２２
は青系色で発光し、第３発光膜２３は赤系色で発光する
ように構成されている。これにより、発光層２０は、第
１～第３発光膜２１～２３の各発光色が混合した発光色
（混合色）で全体が発光するように構成されている。な
お、この場合にも、発光層２０は、透明なオーバーコー
ト膜１６で覆われている。
【００３２】このような腕時計によれば、紫外線領域の
光がほとんど当らない屋内などの所では、文字板５に設
けられた発光層２０が透明であるから、発光層２０によ
り文字板５の表面（生地色）が影響を受けることがな
く、文字板５の表面がそのまま透けて見る。また、紫外
線領域の光が当る屋外などの所では、発光層２０の第１
～第３発光膜２１～２３が紫外線領域の光にそれぞれ反
応して異なる色で発光し、これらの異なる発光色が混合
するので、発光層２０全体を微妙な色合いで発光させる
ことができ、これにより文字板５の所定個所が微妙な色
合いの混合色で光って見える。
【００３３】このときには、紫外線領域の光の波長また
はその光強度に応じて第１～第３発光膜２１～２３の反
応がそれぞれ異なり、これに伴って第１～第３発光膜２
１～２３の各発光色の輝度が変化するので、発光層２０
全体の混合色も紫外線領域の光の波長またはその光強度
に応じて微妙に変化する。このため、紫外線領域の光の
波長またはその光強度に応じて発光層２０全体の発光色
が微妙に変化するので、発光層２０全体の微妙な色変化
を表現することができ、これにより装飾効果の高いもの
を得ることができる。
【００３４】なお、上記第２実施形態では、発光層２０
が３層構造であるが、これに限らず、２層構造であって
も良く、また４層以上の構造であっても良い。また、上
記第２実施形態では、発光層２０を文字板５に設けた
が、これに限らず、第１実施形態と同様、ベゼル２、時
計ガラス３、指針１１、見切り部材１２、および時計バ
ンド９などの各時計部品に設けても良い。この場合に
も、指針１１の発光層２０の発光色（混合色）と文字板
５および時計ガラス３の各発光層２０の発光色（混合
色）とは異なる色であることが望ましい。
【００３５】さらに、上記第２実施形態においても、図
１１に示した第１実施形態の変形例と同様、発光層２０
中に蓄光物質１７を混入させても良い。このように蓄光
物質１７を混入させた場合には、発光層２０中の蓄光物
質１７が発光層１５の発光時の光によりエネルギを蓄
え、紫外線領域の光が照射された後に、蓄光物質１７が
残光として発光するので、残光機能をもたせることがで
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き、これによっても装飾性の高いものを得ることができ
る。
【００３６】［第３実施形態］次に、図１３および図１
４を参照して、この発明を腕時計に適用した第３実施形
態について説明する。この場合にも、図１～図１１に示
された第１実施形態およびその各変形例と同一部分に同
一符号を付して説明する。この腕時計は、文字板５の上
面に点状発光部２６を配列してなる透明な発光層２５を
設けた構造で、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構造
になっている。すなわち、この透明な発光層２５は、多
数の点状発光部２６を印刷によりドット状に配列させた
構造になっている。
【００３７】この場合、点状発光部２６は、紫外線領域
の光（波長３５０～４２０ｎｍ）に反応して異なる色で
発光し、紫外線領域の光が照射されないときに透明な状
態を呈するものであり、その発光色は、それぞれ緑（黄
色）、青、赤を基本とし、その色バリエーションが１０
～１３種類ある。そして、これら点状発光部２６は、発
光色を適宜選択して所定の図形、例えば図１４に示すよ
うなクジラの図形をカラーで表現するように配列されて
いる。なお、この場合にも、発光層２５である各点状発
光部２６は、透明なオーバーコート膜１６で覆われてい
る。
【００３８】このような腕時計によれば、紫外線領域の
光がほとんど当らない屋内などの所では、文字板５に設
けられた発光層２５の各点状発光部２６が透明であるか
ら、発光層２５により文字板５の表面（生地色）が影響
を受けることがなく、文字板５の表面がそのまま透けて
見る。また、紫外線領域の光が当る屋外などの所では、
発光層２５の各点状発光部２６が紫外線領域の光にそれ
ぞれ反応して選択された異なる色で発光するので、図１
４に示すようなクジラの図形をカラーで表現することが
でき、これにより装飾効果の高いものを得ることができ
る。
【００３９】なお、上記第３実施形態では、発光層２５
を文字板５に設けたが、これに限らず、第１実施形態お
よびその変形例と同様、ベゼル２、時計ガラス３、指針
１１、見切り部材１２、および時計バンド９などの各時
計部品に設けても良い。また、上記第３実施形態におい
ても、図１１に示した第１実施形態の変形例と同様、発
光層２５の各点状発光部２６中に蓄光物質１７を混入さ
せても良い。このように蓄光物質１７を混入させた場合
には、各点状発光部２６中の蓄光物質１７が各点状発光
部２６の発光時の光によりエネルギを蓄え、紫外線領域
の光が照射された後に、蓄光物質１７が残光として発光
するので、残光機能をもたせることができ、これによっ
ても装飾性の高いものを得ることができる。
【００４０】また、上記第１～第３実施形態では、各発
光層１５、２０、２５を時計部品の表面に直接設けた場
合について述べたが、これに限らず、例えば図１５に示
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すように、時計部品である文字板５の上面にプライマと
してのアンダーコート膜２７を設け、このアンダーコー
ト膜２７の上面に各発光層１５、２０、２５を設けても
良い。このように構成すれば、アンダーコート膜２７が
プライマ機能を果たすので、耐食性および付着性を向上
させることができ、このため文字板５が金属であっても
合成樹脂であっても、確実に各発光層１５、２０、２５
を設けることができる。この場合にも、図示しないが、
各発光層１５、２０、２５は、透明なオーバーコート膜
１６で覆われていることが望ましい。
【００４１】［第４実施形態］次に、図１６および図１
７を参照して、この発明を腕時計に適用した第４実施形
態について説明する。この場合にも、図１～図１１に示
された第１実施形態およびその各変形例と同一部分に同
一符号を付して説明する。この腕時計は、図１６および
図１７に示すように、腕時計ケース１内に紫外線を発光
する紫外線発光素子３０を設けた構造で、これ以外は第
１実施形態とほぼ同じ構造になっている。
【００４２】すなわち、紫外線発光素子３０は、波長が
３６５ｎｍ付近または２５４～３６５ｎｍの紫外線を発
光する紫外線灯（ブラックライトと呼ばれる）または紫
外線発光ダイオード（ＬＥＤ）などの発光素子から構成
されている。この紫外線発光素子３０は、紫外線発光部
を構成している。この紫外線発光素子３０は、腕時計ケ
ース１内における保護部材または緩衝部材としての機能
も兼備している枠状部材である見切り部材１２の１２時
側と６時側における各上部に設けられた空間部である凹
部３１内に配置されている。この紫外線発光素子３０
は、発光した紫外線を文字板５および指針１１に斜め上
方から照射させるように構成されている。前述した枠状
部材である見切り部材１２は、モジュール６と機器ケー
スである時計ケース１との間に、前記窓部１ａの周縁部
と対応して配置されている。
【００４３】腕時計ケース１内における保護部材または
緩衝部材としての機能も兼備している見切り部材１２に
形成された凹部３１内に紫外線発光素子３０をそれぞれ
配置しているので、これら紫外線発光素子３０は、時計
ガラス３方向からの外部衝撃があった場合でも、保護部
材または緩衝部材としての機能も兼備する見切り部材１
２にの保護作用または緩衝作用により、その衝撃から保
護または緩衝されるようになっている。なお、この例で
は、紫外線発光素子３０の上面と側面との双方に、緩衝
材４ａ、４ｂを配置しているので、外部からの衝撃から
紫外線発光素子３０を更に保護することができるように
なっている。なお、これら紫外線発光素子３０を見切り
部材１２の１２時側と６時側との２カ所に設けているの
は、この例では、３時側と９時側とにそれぞれスイッチ
類が設けられているので、それらスイッチ類が設けられ
ていない１２時側と６時側との２カ所に設けているが、
３時側と９時側とにそれぞれスイッチ類が設けられてい
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ない場合には、その３時側と９時側とにこれら紫外線発
光素子を設けるようにしても良い。
【００４４】この場合、見切り部材１２の凹部３１は、
時計ガラス３の下面と見切り部材１２の上部との間に位
置し、これにより紫外線発光素子３０を文字板５および
指針１１よりも上方に配置する。また、文字板５および
指針１１の各上面には、第１実施形態と同様、紫外線領
域の光に反応して有色発光する発光層１５が設けられて
いる。この場合にも、文字板５の発光層１５と指針１１
の発光層１５とはそれぞれ異なる色で発光するように構
成されている。また、これら発光層１５は、図７に示し
たように、その層厚が波形状に変化して形成され、これ
により紫外線領域の光が照射されたときに、その層厚に
応じて発光色に濃淡が生じるように構成されている。こ
れら発光層１５は、図１５に示すように、文字板５の平
坦な上面に設けられている構成でも良い。
【００４５】このような腕時計によれば、第１実施形態
と同様、紫外線領域の光がほとんど当らない屋内などの
所では、文字板５および指針１１の表面が透明な発光層
１５を通してそのまま透けて見え、また紫外線領域の光
が当る屋外などの所では、文字板５および指針１１の各
発光層１５がそれぞれ発光して光って見える。特に、紫
外線領域の光がほとんど当らない屋内などの所では、紫
外線発光素子３０を点灯させて紫外線を発生させると、
その紫外線により各発光層１５が反応して有色発光する
ので、文字板５および指針１１の各発光層１５を強制的
に発光させることができ、これにより所望する場所で自
由に発光層１５を発光させることができる。  このよう
に各発光層１５が発光したときには、第１実施形態と同
様、文字板５の発光層１５と指針１１の発光層１５とが
異なる色で発光するので、暗い所でも時刻を知ることが
できると共に、各発光層１５の層厚が波形状に変化して
いることにより、その層厚の変化に応じて発光色に濃淡
が生じるので、各発光層１５による発光色の濃淡を表現
することができ、これにより装飾効果の高いものを得る
ことができる。
【００４６】また、この腕時計では、文字板５と時計ガ
ラス３との間に時計ガラス３の周縁部と対応して配置さ
れた見切り部材１２に紫外線発光素子３０を設けたの
で、紫外線発光素子３０が文字板５および指針１１の邪
魔にならず、しかも見切り部材１２により紫外線発光素
子３０が衝撃などを受けて破損しないように保護するこ
とができ、また紫外線発光素子３０から紫外線を文字板
５と時計ガラス３との間に良好に照射させることがで
き、これにより発光層１５に確実に且つ良好に紫外線を
照射でき、発光層１５を十分に発光させることができ
る。この場合、紫外線発光素子３０が見切り部材１２の
上部における時計ガラス３の下面に接近して設けられて
いるので、より一層、良好に文字板５と時計ガラス３と
の間に紫外線を照射させることができる。
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【００４７】なお、上記第４実施形態では、文字板５お
よび指針１１に発光層１５を設けたが、これに限らず、
第１実施形態およびその変形例と同様、ベゼル２、時計
ガラス３、見切り部材１２、および時計バンド９などの
各時計部品に設けても良い。また、上記第４実施形態で
は、発光層１５がその層厚を波形状に変化させた構造で
あるが、これに限らず、例えば第２実施形態のように、
複数の発光膜２１～２３を積層してなる発光層２０であ
っても良く、また第３実施形態のように、点状発光部２
６をドット状に配列した発光層２５であっても良い。
【００４８】この場合にも、各発光層１５、２０、２５
は、図１１に示した第１実施形態の変形例と同様、発光
層１５、２０、２５中に蓄光物質１７を混入させ、この
蓄光物質１７で残光機能をもたせても良い。このように
すれば、紫外線発光素子３０を間歇的に発光させる時間
間隔を長くすることができ、消費電力の低減化を図るこ
とができる。また、上記第４実施形態では、紫外線発光
素子３０を見切り部材１２の１２時側と６時側との２か
所に設けたが、３か所以上に不等間隔または等間隔で設
けても良い。さらに、上記第４実施形態では、紫外線発
光素子３０を見切り部材１２の上部に配置した場合につ
いて述べたが、これに限らず、例えば図１８（ａ）また
は図１８（ｂ）に示すように紫外線発光素子３０を見切
り部材１２に配置しても良い。
【００４９】すなわち、図１８（ａ）に示した変形例の
ように、見切り部材１２を透明な材料で形成し、その内
部に凹部３２を下側に開放させて設け、この凹部３２内
に紫外線発光素子３０を文字板５の切欠き部５ａを通し
て配置し、この紫外線発光素子３０で発生した紫外線が
見切り部材１２を透過して文字板５の上側に照射するよ
うに構成しても良い。また、図１８（ｂ）に示した変形
例のように、見切り部材１２と腕時計ケース１の内面と
の間に空間部３３を設けると共に、見切り部材１２の下
端部と文字板５の上面との間に隙間Ｓを設け、空間部３
３内に紫外線発光素子３０を文字板５の切欠き部５ａを
通して配置し、この紫外線発光素子３０で発生した紫外
線が見切り部材１２と文字板５の間の隙間Ｓを通して文
字板５の上側に照射するように構成しても良い。このよ
うないずれの構造においても、第４実施形態と同様の作
用効果があるほか、特に各見切り部材１２により紫外線
発光素子３０を確実に保護することができる。
【００５０】さらに、上記第４実施形態およびその各変
形例では、紫外線発光素子３０で発生した紫外線が直
接、文字板５や指針１１に照射するように構成されてい
るが、これに限らず、例えば図１９に示すように、紫外
線発光素子３０からの紫外線の進行方向に位置する時計
ガラス３の下面に反射部３４を設け、この反射部３４で
紫外線発光素子３０からの紫外線を反射させて文字板５
や指針１１に照射するように構成しても良い。このよう
な構造では、反射部３４で紫外線が反射させるので、そ
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の分、紫外線発光素子３０からの紫外線を効率良く文字
板５や指針１１に照射することができる。
【００５１】［第５実施形態］次に、図２０を参照し
て、この発明を腕時計に適用した第５実施形態について
説明する。この場合にも、図１～図１１に示された第１
実施形態およびその各変形例と同一部分に同一符号を付
して説明する。この腕時計は、時計モジュール４０がデ
ジタル機能を備えた構造で、これ以外は第１実施形態と
ほぼ同じ構造になっている。すなわち、時計モジュール
４０は、時刻などの情報を表示する反射型の液晶表示装
置４１を備え、第１実施形態と同様、見切り部材１２を
介して腕時計ケース１内に収納されている。
【００５２】この見切り部材１２は、液晶表示装置４１
の周縁部の上面と時計ガラス３の周縁部の下面とに当接
した状態で、腕時計ケース１の内周面に設けられてい
る。液晶表示装置４１は、図２０に示すように、上下一
対の透明な電極基板４２、４３間に液晶（図示せず）を
封入し、上側の電極基板４２の上面に紫外線透過型の上
偏光板４４を設け、下側の電極基板４３の下面に紫外線
透過型の下偏光板４５を設け、この下偏光板４５の下面
全域に透明な発光層１５を設け、この発光層１５の下面
に反射板４６を設けた反射型の構造になっている。この
場合、上下の各偏光板４４、４５は、少なくとも可視光
線領域の光と紫外線領域の光とを透過する構造になって
いる。すなわち、通常の偏光板は、紫外線領域の光をカ
ットする紫外線カット処理が施されているが、この実施
形態の各偏光板４４、４５は、紫外線カット処理が施さ
れていない構造になっている。
【００５３】また、発光層１５は、図７に示した第１実
施形態と同じ構造で、紫外線領域の光（波長３５０～４
２０ｎｍ）に反応して有色発光し、紫外線領域の光が照
射されないときに透明な状態を呈するものであり、図７
に示したように、その層厚が波形状に変化して形成さ
れ、紫外線領域の光が照射されると、その層厚の変化に
応じて発光色に濃淡が生じるように構成されている。さ
らに、この腕時計ケース１内には、第４実施形態と同
様、紫外線領域の光を発光する紫外線発光素子３０が設
けられている。すなわち、この紫外線発光素子３０は、
腕時計ケース１内の見切り部材１２の１２時側と６時側
における各上部に設けられた凹部３１内に配置され、発
光した紫外線領域の光を液晶表示装置４１の上面に斜め
上方から照射するように構成されている。
【００５４】このような腕時計によれば、紫外線領域の
光がほとんど当らない屋内などの所では、液晶表示装置
４１に入射した外部光が上側の偏光板４４、一対の透明
な電極基板４２、４３、下側の偏光板４５を透過し、こ
の透過した外部光が発光層１５を透過して反射板４６で
反射されるので、この反射された光によって液晶表示装
置４１の裏面側を照明することができ、これにより液晶
表示装置４１に表示された時刻などの情報を見ることが



(10) 特開２００３－９８２７２

10

20

30

40

50

17
できる。また、紫外線領域の光を含む外部光が当る屋外
などの所では、紫外線領域外の光、つまり可視光線領域
の光によって液晶表示装置４１に表示された時刻などの
情報を見ることができるほか、上側の偏光板４４と下側
の偏光板４５とが紫外線透過型であるから、外部光に含
まれている紫外線領域の光が発光層１５に照射され、こ
の発光層１５が紫外線領域の光に反応して有色発光する
ので、この有色発光を背景にして液晶表示装置４１に表
示された情報を見ることができる。このときには、発光
層１５の層厚が波形状に変化していることにより、その
層厚の変化に応じて発光色に濃淡が生じるので、発光層
１５により発光色の濃淡を表現することができ、これに
より装飾効果の高いものを得ることができる。
【００５５】また、この腕時計では、紫外線領域の光が
ほとんど当らない暗い所で、紫外線発光素子３０を点灯
させて紫外線領域の光を発生させると、上記と同様、上
側の偏光板４４と下側の偏光板４５とが紫外線透過型で
あるから、紫外線領域の光が上側の偏光板４４、一対の
透明な電極基板４２、４３、下側の偏光板４５を透過
し、発光層１５に照射され、この発光層１５が紫外線領
域の光に反応して有色発光するので、発光層１５を強制
的に発光させることができ、これにより所望する場所で
自由に発光層１５を発光させることができる。このた
め、発光層１５がバックライトとして機能するので、紫
外線領域の光がほとんど当らない暗い所でも、発光層１
５の有色発光により液晶表示装置４１に表示された情報
を見ることができる。
【００５６】このように、この腕時計によれば、液晶表
示装置４１と時計ガラス３との間にその時計ガラス３の
周縁部と対応して配置された見切り部材１２に紫外線発
光素子３０を設けたので、第４実施形態と同様、紫外線
発光素子３０が液晶表示装置４１の表示の邪魔になら
ず、しかも見切り部材１２により紫外線発光素子３０が
衝撃などを受けて破損しないように保護することがで
き、また紫外線発光素子３０から紫外線を液晶表示装置
４１と時計ガラス３との間に良好に照射させることがで
き、これにより発光層１５に紫外線領域の光を照射させ
て発光層１５を良好に発光させることができる。
【００５７】なお、上記第５実施形態では、紫外線発光
素子３０を見切り部材１２の１２時側と６時側との２か
所に設けたが、これに限らず、３か所以上に等間隔で設
けても良く、また必ずしも見切り部材１２の上部に紫外
線発光素子３０を配置する必要はなく、図１８（ａ）に
示した第４実施形態の変形例のように、透明な見切り部
材１２内に設けられた凹部３２内に紫外線発光素子３０
を配置し、この見切り部材１２を透して紫外線を液晶表
示装置４１の上面側に照射させるように構成しても良
い。また、図１８（ｂ）に示した第４実施形態の変形例
のように、見切り部材１２と腕時計ケース１の内面との
間の空間部３３内に紫外線発光素子３０を配置し、見切
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り部材１２と液晶表示装置４１との隙間Ｓから紫外線を
液晶表示装置４１の上面側に照射させるように構成して
も良い。このように構成しても、第５実施形態と同様の
作用効果があるほか、特に各見切り部材１２により紫外
線発光素子３０を確実に保護することができる。
【００５８】また、上記第５実施形態では、発光層１５
がその層厚を波形状に変化させた構造であるが、これに
限らず、例えば第２実施形態のように、複数の発光膜２
１～２３を積層してなる発光層２０であっても良く、ま
た第３実施形態のように、点状発光部２６をドット状に
配列した発光層２５であっても良い。この場合にも、各
発光層１５、２０、２５は、図１１に示した第１実施形
態の変形例と同様、発光層１５、２０、２５中に蓄光物
質１７を混入させ、この蓄光物質１７で残光機能をもた
せても良い。このようにすれば、紫外線発光素子３０を
間歇的に発光させる時間間隔を長くすることができ、消
費電力の低減化を図ることができる。
【００５９】また、上記第５実施形態およびその変形例
では、液晶表示装置４１の下偏光板４５の下面に発光層
１５、２０、２５を設けたが、これに限らず、液晶表示
装置４１の上面に発光層１５、２０、２５を設けても良
い。この場合には、表示装置４１に表示された時刻など
の情報の邪魔にならない個所に発光層１５、２０、２５
を部分的に設ければ良い。さらに、上記第５実施形態で
は、液晶表示装置４１に発光層１５、２０、２５を設け
たが、これに限らず、第１実施形態およびその変形例と
同様、ベゼル２、時計ガラス３、見切り部材１２、およ
び時計バンド９などの各時計部品に設けても良い。
【００６０】［第６実施形態］次に、図２１を参照し
て、この発明を腕時計に適用した第６実施形態について
説明する。この場合には、図１７に示された第５実施形
態およびその各変形例と同一部分に同一符号を付して説
明する。この腕時計は、時計モジュール４０が透過型の
液晶表示装置５０を備え、この液晶表示装置５０の下側
に紫外線発光装置５１を配置した構造で、これ以外は第
５実施形態とほぼ同じ構造になっている。
【００６１】すなわち、この液晶表示装置５０は、第５
実施形態と同様、上下一対の透明な電極基板４２、４３
間に液晶（図示せず）を封入し、上側の電極基板４２の
上面に上偏光板４４を設け、下側の電極基板４３の下面
に下偏光板４５を設け、この下偏光板４５の下面全域に
透明な発光層１５を設けた構造になっている。この場
合、発光層１５は、第１実施形態と同様、紫外線に反応
して有色発光するものであり、その層厚が波形状に変化
した構造になっている。また、紫外線発光装置５１は、
液晶表示装置５０の下面に対応する拡散板５２と、この
拡散板５２の下側に配置された紫外線発光素子３０とか
らなり、この紫外線発光素子３０から発生した紫外線を
拡散板５２で拡散させて液晶表示装置５０の下面の発光
層１５にほぼ均一に照射するように構成されている。
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【００６２】このような腕時計によれば、紫外線領域の
光が当る屋外などの所では、液晶表示装置５０の上面の
発光層１５が有色発光してバックライトとして機能し、
この有色発光を背景にして液晶表示装置５０に表示され
た情報を見えることができる。また、紫外線領域の光が
ほとんど当らない暗い所では、紫外線発光装置５１の紫
外線発光素子３０を点灯させて紫外線を発生させると、
その紫外線が拡散板５２で拡散されて液晶表示装置５０
の下面の発光層１５にほぼ均一に照射され、これにより
発光層１５が反応して有色発光するので、暗い所でも発
光層１５がバックライトとして機能し、その有色発光を
背景にして液晶表示装置５０に表示された情報を見るこ
とができる。
【００６３】このように、この腕時計では、紫外線発光
装置５１の紫外線発光素子３０を点灯させて発光層１５
を強制的に発光させることができるので、所望する場所
で自由に発光層１５を発光させて液晶表示装置５０に表
示された情報を見ることができる。また、発光層１５が
発光したときには、発光層１５の層厚が波形状に変化し
ていることにより、その層厚の変化に応じて発光色に濃
淡が生じるので、発光層１５により発光色の濃淡を表現
することができ、これにより装飾効果の高いものを得る
ことができる。
【００６４】なお、上記第６実施形態の紫外線発光装置
５１は、拡散板５２の下側に紫外線発光素子３０を設け
た構造になっているが、これに限らず、液晶表示装置５
０の下面に導光板を配置し、この導光板の外周部に紫外
線発光素子３０を配置し、この紫外線発光素子３０から
の紫外線を導光板で導いて導光板の上面から液晶表示装
置５０の下面にほぼ均一に照射するように構成しても良
い。また、上記第６実施形態では、液晶表示装置５０の
下面全体に発光層１５を設けたが、これに限らず、液晶
表示装置５０に表示された時刻などの情報の邪魔になら
ない個所に部分的に設けても良い。また、紫外線発光装
置５１のほかに液晶表示装置５０のバックライト装置を
備えた構造であれば、液晶表示装置５０の上面に発光層
１５を設けても良い。
【００６５】さらに、上記第６実施形態では、発光層１
５がその層厚を波形状に変化させた構造であるが、これ
に限らず、例えば第２実施形態のように、複数の発光膜
２１～２３を積層してなる発光層２０であっても良く、
また第３実施形態のように、点状発光部２６をドット状
に配列した発光層２５であっても良い。この場合にも、
各発光層１５、２０、２５は、図１１に示した第１実施
形態の変形例と同様、発光層１５、２０、２５中に蓄光
物質１７を混入させ、この蓄光物質１７で残光機能をも
たせても良い。このようにすれば、紫外線発光素子３０
を間歇的に発光させる時間間隔を長くすることができ、
消費電力の低減化を図ることができる。
【００６６】また、上記第４～第６実施形態およびその
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各変形例では、時計ガラス３を通して外部光に含まれて
いる紫外線領域の光も入射するが、これを防ぐために、
時計ガラス３の上面に紫外線領域の光を反射する紫外線
反射膜を設けても良い。このようにすれば、時計ガラス
３の紫外線反射膜が外部からの紫外線領域の光を反射す
るので、外部光によって腕時計ケース１内の発光層１
５、２０、２５が反応して発光することがなく、紫外線
発光素子３０からの紫外線のみに発光層１５、２０、２
５を反応させて有色発光させることができるほか、紫外
線反射膜が紫外線発光素子３０からの紫外線を腕時計ケ
ース１内に反射するので、効率良く紫外線を発光層１
５、２０、２５に照射させることができる。
【００６７】［第７実施形態］次に、図２２および図２
３を参照して、この発明を携帯電話機に適用した第７実
施形態について説明する。この場合にも、図２０に示さ
れた第５実施形態と同一部分には同一符号を付して説明
する。図２２は携帯電話機の外観斜視図、図２３はその
Ａ－Ａ矢視における拡大断面図である。この携帯電話機
は、図２２に示すように、合成樹脂製の機器ケース６０
を備えており、この機器ケース６０は、上ケース６１と
下ケース６２とを接合した構造になっている。
【００６８】この機器ケース６０の上面、つまり上ケー
ス６１の上面には、その上部側に設けられた開口部に保
護ガラス６３が装着されていると共に、電話機能に必要
な各種のキー釦６４が設けられている。また、この機器
ケース６０の上部側の側面には、アンテナ６５が出没可
能に取り付けられている。さらに、この機器ケース６０
の内部には、図２３に示すように、電話機用のモジュー
ル６６が収納されている。このモジュール６６は、液晶
表示装置４１などの電話機能に必要な各種の部品を備え
ている。この液晶表示装置４１は、図２０に示された第
５実施形態と同じ構造で、枠状部材または枠状部分であ
る見切り部材６７を介して保護ガラス６３の下側に対応
して配置されている。
【００６９】すなわち、この液晶表示装置４１は、図２
３に示すように、一対の透明な電極基板４２、４３の上
下面に設けられた偏光板４４、４５のうち、下偏光板４
５の下面全域に紫外線領域の光に反応して有色発光する
発光層１５を設け、この発光層１５の下面に反射板４６
を設けた構造になっている。この発光層１５は、第１実
施形態と同様、その層厚が波形状に変化した構造になっ
ている。見切り部材６７は、緩衝機能を有するもので、
液晶表示装置４１の周縁部の上面に当接した状態で、機
器ケース６０の内面に設けられている。この見切り部材
６７には、凹部６８が対向して設けられており、これら
凹部６８内には、紫外線を発生する紫外線発光素子３０
がそれぞれ配置されている。この紫外線発光素子３０
は、発生した紫外線を液晶表示装置４１の上面に斜め上
方から照射するように構成されている。
【００７０】このような携帯電話機によれば、紫外線領
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域の光がほとんど当らない屋内などの所では、液晶表示
装置４１の上面の発光層１５が透明であるから、この発
光層１５を通して液晶表示装置４１に表示された時刻な
どの情報を見ることができる。また、紫外線領域の光が
当る屋外などの所では、液晶表示装置４１の上面の発光
層１５が有色発光するので、この有色発光を背景にして
液晶表示装置４１に表示された情報を見ることができ
る。このように発光層１５が発光したときには、発光層
１５の層厚が波形状に変化していることにより、その層
厚の変化に応じて発光色に濃淡が生じるので、発光層１
５により発光色の濃淡を表現することができ、これによ
り装飾効果の高いものを得ることができる。
【００７１】また、この携帯電話機では、紫外線領域の
光がほとんど当らない暗い所で、紫外線発光素子３０を
点灯させて紫外線を発生させると、その紫外線により発
光層１５が反応して有色発光するので、各発光層１５を
強制的に発光させることができ、所望する場所で自由に
発光層１５を発光させることができる。このため、発光
層１５がバックライトとして機能するので、紫外線領域
の光がほとんど当らない暗い所でも、発光層１５の有色
発光により液晶表示装置４１に表示された情報を見るこ
とができる。
【００７２】このように、この携帯電話機によれば、液
晶表示装置４１と時計ガラス３との間にその時計ガラス
３の周縁部と対応して配置された見切り部材１２に紫外
線発光素子３０を設けたので、第５実施形態と同様、紫
外線発光素子３０が液晶表示装置４１の表示の邪魔にな
らず、しかも見切り部材１２により紫外線発光素子３０
が衝撃などを受けて破損しないように保護することがで
き、また紫外線発光素子３０から紫外線を液晶表示装置
４１と時計ガラス３との間に良好に照射させることがで
き、これにより発光層１５に確実に且つ良好に紫外線を
照射することができ、発光層１５を十分に発光させるこ
とができる。
【００７３】なお、上記第７実施形態では、紫外線発光
素子３０を見切り部材６７の対向する２か所に設けた
が、これに限らず、３か所以上に等間隔で設けても良
く、また必ずしも見切り部材６７の上部に紫外線発光素
子３０を配置する必要はなく、図１８（ａ）に示した第
５実施形態の変形例のように、透明な見切り部材６７内
に凹部３２を設け、この凹部３２内に紫外線発光素子３
０を配置しても良く、また図１８（ｂ）に示した第５実
施形態の変形例のように、見切り部材６７と腕時計ケー
ス１の内面との間の空間部３３内に紫外線発光素子３０
を配置しても良い。このように構成しても、第７実施形
態と同様の作用効果があるほか、特に各見切り部材１２
により紫外線発光素子３０を確実に保護することができ
る。
【００７４】また、上記第７実施形態では、液晶表示装
置４１の下面全体に発光層１５を設けたが、これに限ら
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ず、液晶表示装置４１に表示された時刻などの情報の邪
魔にならない個所に部分的に設けても良く、また必ずし
も下面に設ける必要はなく、液晶表示装置４１の上面に
発光層１５を設けても良い。また、上記第７実施形態で
は、発光層１５がその層厚を波形状に変化させた構造で
あるが、これに限らず、例えば第２実施形態のように、
複数の発光膜２１～２３を積層してなる発光層２０であ
っても良く、また第３実施形態のように、点状発光部２
６をドット状に配列した発光層２５であっても良い。こ
の場合にも、各発光層１５、２０、２５は、図１１に示
した第１実施形態の変形例と同様、発光層１５、２０、
２５中に蓄光物質１７を混入させ、この蓄光物質１７で
残光機能をもたせても良い。このようにすれば、紫外線
発光素子３０を間歇的に発光させる時間間隔を長くする
ことができ、消費電力の低減化を図ることができる。
【００７５】また、上記第７実施形態およびその各変形
例では、液晶表示装置４１が反射型の場合について説明
したが、これに限らず、図２１に示した第６実施形態と
同じ透過型の液晶表示装置５０を用いても良い。この場
合には、液晶表示装置５０の下側に拡散板５２および紫
外線発光素子３０からなる紫外線発光装置５１を設けれ
ば良い。また、必ずしも紫外線発光素子３０を用いて発
光層１５、２０、２５を発光させる必要はなく、外部光
に含まれた紫外線領域の光のみで発光層１５、２０、２
５を発光させるようにしても良い。また、上記第７実施
形態では、液晶表示装置４１に発光層１５、２０、２５
を設けたが、これに限らず、機器ケース６０、保護ガラ
ス６３、各種のキー釦６４、アンテナ６５、見切り部材
６７などの各電話部品に設けても良い。
【００７６】なおまた、上記第１～第７実施形態および
その各変形例では、時計部品および電話部品に発光層１
５、２０、２５を設けたが、各時計部品および電話部品
が透明な部材であれば、紫外線領域の光に反応して有色
発光する紫外線発光物質を混入させても良く、またこの
紫外線発光物質と共に蓄光物質をも混入させても良い。
例えば、図２４（ａ）に示すように、時計ガラス３また
は保護ガラス６３に紫外線発光物質や蓄光物質などの発
光物質７０を混入させても良く、また図２４（ｂ）に示
すように、見切り部材１２、６７が透明であれば、この
見切り部材１２、６７に紫外線発光物質や蓄光物質など
の発光物質７０を混入させても良い。
【００７７】また、上記第１～第７実施形態およびその
各変形例では、腕時計または携帯電話機に適用した場合
について述べたが、これに限らず、電子手帳、電子辞
書、携帯端末、パソコン、印刷機などの各種の電子機
器、自動車、計器類などの各種の機器、または、それら
の各部品に広く適用することができる。また、上記第１
～第７実施形態およびその各変形例では、紫外線発光素
子を保護または緩衝するために枠状部材または見切り部
材に当該紫外線発光素子を設けた例について説明した
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が、枠状部材または見切り部材に代えて、時計ケースの
窓部の位置に内側に突出する枠状部を設けて、この枠状
部に紫外線発光素子を設けるようにしても良い。
【００７８】［第８実施形態］次に、図２５～図２９を
参照して、この発明を電子腕時計に適用した第８実施形
態について説明する。この場合には、図１６～図２０に
示された第４、第５実施形態と同一部分に同一符号を付
して説明する。この電子腕時計は、腕時計ケース１内に
アナログ機能とデジタル機能との両方を備えた時計モジ
ュール８０を収納し、この腕時計ケース１内に紫外線発
光素子８１を設け、且つ腕時計ケース１に装着された窓
部に相当する時計ガラス３の下面に紫外線反射膜８２を
設けた構造で、これ以外は第４、第５実施形態とほぼ同
じ構造になっている。
【００７９】この場合、腕時計ケース１の外周部には、
ベゼル２が腕時計ケース１の上部を覆って設けられてい
る。このベゼル２と腕時計ケース１の上部との間には、
ステンレスなどの金属リング２ａが設けられており、ベ
ゼル２の外周部には、ステンレスなどの金属製のベゼル
リング２ｂが取り付けられている。また、時計ガラス３
は、腕時計ケース１の上部にパッキン４を介して装着さ
れており、腕時計ケース１の下面には、裏蓋７が防水リ
ング８を介して取り付けられている。時計モジュール８
０は、アナログ機能とデジタル機能とを搭載するハウジ
ング８３を備え、このハウジング８３が金属製の補強枠
８４内に見切り部材１２を介して収納され、この状態で
腕時計ケース１内に収納されている。
【００８０】この時計モジュール８０のアナログ機能
は、第４実施形態と同様、文字板５の上方に指針軸１０
が突出し、この突出した指針軸１０の上端部に取り付け
られた時針、分針などの指針１１が運針するように構成
されている。この場合、文字板５は、円形状の平板で、
その中心部に指針軸１０が挿入する貫通孔１３が設けら
れていると共に、その上面における外周縁に時字１４が
設けられているほか、表示用の開口部８５が設けられて
いる。また、この文字板５の上面の所定個所（マーク部
分）、時字１４の上面、指針１１の上面、および見切り
部材１２の表面には、それぞれ発光層１５が設けられて
いる。
【００８１】また、時計モジュール８０のデジタル機能
は、時刻などの情報を表示する反射型の液晶表示装置８
６を備え、この液晶表示装置８６が文字板５の表示用の
開口部８５の下側に対応して配置されている。この液晶
表示装置８６は、図２７に示すように、上下一対の透明
な電極基板４２、４３間に液晶（図示せず）を封入して
なる液晶セル８７の上面に紫外線領域の光をも透過する
上偏光板４４を設け、液晶セル８７の下面に紫外線領域
の光をも透過する下偏光板４５を設け、この下偏光板４
５の下側に反射板４６を設け、この反射板４６の上面に
発光層１５を設けた第５実施形態と同じ反射型の構造に
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なっている。この場合にも、上下の各偏光板４４、４５
は、第５実施形態と同様、少なくとも可視光線領域の光
と紫外線領域の光との両方を透過するもので、通常の偏
光板に紫外線カット処理を施していない構造になってい
る。
【００８２】紫外線発光素子８１は、波長が３５０～４
００ｎｍ、好ましくは３５０～３８０ｎｍの近紫外線
（ＵＶ－Ａ）を発光するブラックライトと呼ばれる紫外
線発光ダイオード（ＬＥＤ）などの発光素子で構成され
ている。この紫外線発光素子８１は、腕時計ケース１内
における保護部材または緩衝部材としての機能も兼備し
ている見切り部材１２の３時側と９時側における各上部
に設けられた空間部である凹部３１内に配置されてい
る。すなわち、この紫外線発光素子８１は、見切り部材
１２と時計ガラス３との間に位置し、これにより文字板
５および指針１１よりも上方に配置されている。
【００８３】また、この紫外線発光素子８１は、一対の
電極板８８を備え、これら一対の電極板８８が見切り部
材１２を突き抜けて文字板５の挿入孔８９に挿入され、
この挿入された一対の電極板８８の各下端部がハウジン
グ８３内の回路基板８９に設けられた接続用の一対の接
点ばね９０にそれぞれ弾接し、これにより回路基板８９
と電気的に接続されている。すなわち、接続用の一対の
接点ばね９０は、それぞれＬ字状に折り曲げられた板ば
ねであり、その上部が逆Ｕ字状に折り曲げられ、この折
り曲げられた下端部が紫外線発光素子８１の各電極板８
８の一面に上下方向に移動可能に弾接するように構成さ
れている。このため、紫外線発光素子８１は、腕時計ケ
ース１が外部から衝撃を受けても、その衝撃を電極板８
８と接点ばね９０との弾接によって吸収するように構成
されている。
【００８４】時計ガラス３の下面の紫外線反射膜８２
は、腕時計ケース１内に配置された紫外線発光素子８１
で発光した紫外線領域の光を反射し、これ以外の光を透
過すると共に、時計ガラス３から入射する外部光のう
ち、紫外線領域の光を遮断し、これ以外の光を透過する
透明な膜であり、図２８に示すように、材質の異なる第
１、第２蒸着層９１、９２を交互に積層した構造になっ
ている。すなわち、この紫外線反射膜８２は、第１蒸着
層９１が酸化チタン（TiO２）や窒化チタン（TiN）など
の金属からなり、第２蒸着層９２が酸化ケイ素（SiO
２）や窒化ケイ素（Si３N４）などの物質からなり、時
計ガラス３の下面に第２蒸着層９２を蒸着によって成膜
し、この第２蒸着層９２の下面に第１蒸着層９１を蒸着
によって成膜し、この第１蒸着層９１の下面に再び第２
蒸着層９２を成膜し、この成膜作業を順次繰り返すこと
により、第１、第２蒸着層９１、９２が全部で２２層程
度に積層された構造になっている。
【００８５】この場合、第１蒸着層９１が酸化チタン
（TiO２）で形成され、第２蒸着層９２が酸化ケイ素（S
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iO２）で形成された構造であれば、膜強度が強く、しか
も酸化チタンの第１蒸着層９１が伸縮応力に対し強く、
酸化ケイ素の第２蒸着層９２が圧縮応力に強いため、こ
れらの相乗効果によってクラックに対する強度がきわめ
て強くなり、応力の偏りによって膜にひび割れが発生す
るのを防げる。また、この第１、第２蒸着層９１、９２
との積層数は、１８層～２５層程度で、好ましくは２２
層で構成されている。また、この紫外線反射膜８２は、
全体の厚みが１．０７５μｍ程度で、第１、第２蒸着層
９１、９２の各厚みの平均値が０．０４９μｍ程度と薄
く形成されている。
【００８６】このような紫外線反射膜８２は、紫外線発
光素子８１で発光した紫外線領域の光を７０％～９０％
反射し、時計ガラス３から入射する外部の紫外線領域の
光のうち、波長が３００ｎｍ以下の光を９０％以上遮断
し、好ましくは波長が４００ｎｍ以下の光を９８％程度
遮断するように構成されている。また、この紫外線反射
膜８２が形成された時計ガラス３は、これに垂直に入射
する紫外線領域外の光、例えば可視光線領域（波長が４
４０ｎｍ～７２０ｎｍの範囲）の光の透過率が９２％以
上で、その平均値が９３．５％以上と高く、紫外線反射
膜８２が設けられていない場合に比べて透過率が高くな
るように構成されている。
【００８７】一方、文字板５、時字１４、指針１１、見
切り部材１２、および液晶表示装置８６の反射板４６に
それぞれ設けられた発光層１５は、第１実施形態と同
様、紫外線領域の光に反応して可視光線領域の光で有色
発光し、紫外線領域の光が照射されないときに透明な状
態を呈するものである。すなわち、この発光層１５は、
インク中の顔料に含まれている添加剤が紫外線領域の光
のエネルギを吸収することにより、基底状態から高エネ
ルギ状態に電子が移行し、この電子が安定したエネルギ
準位に戻ろうとした際に発光するものであり、その発光
色（発光波長）は、顔料から発せられる波長で、顔料に
よって異なる。このため、この発光層１５の発光色は、
青、緑（黄色）、赤を基本として、その色バリエーショ
ンが１０～１３種類ある。この場合、発光層１５の発光
色は、文字板５、時字１４、指針１１、見切り部材１
２、および液晶表示装置８６の反射板４６とも全て同じ
色であっても良いが、時刻を視認しやすくするために、
少なくとも文字板５と指針１１とが異なる色で発光する
ことが望ましい。
【００８８】この場合、各発光層１５のうち、特に時字
１４および見切り部材１２に設けられた各発光層１５
は、紫外線発光素子８１から遠ざかるに従って発光量が
次第に多くなるように構成されている。例えば、時字１
４の各発光層１５は、紫外線発光素子８１から遠ざかる
に従って発光する光の波長を次第に短くすることによ
り、発光量を異ならせている。すなわち、紫外線領域の
光の照射量が一定であれば、発光層１５で発光する光の
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波長が長いと発光量が少なく、波長が短いと発光量が多
くなり、これにより紫外線発光素子８１の近傍では発光
層１５の発光色が波長の長い赤色系で、紫外線発光素子
８１から遠ざかるに従って、発光層の発光色が次第に波
長の短くなる緑色系から青色系の順で発光するように構
成されている。
【００８９】ところで、この電子腕時計は、図２９に示
すような寸法で形成されている。すなわち、腕時計ケー
ス１の外形寸法は約４１．０ｍｍで、その内部の幅が約
２８．６ｍｍ、腕時計ケース１の上部の内径が約２７．
５ｍｍ、時計ガラス３の外径が約２６．５ｍｍ、時計ガ
ラス３の上面から裏蓋７の下面までの厚みが約１２．８
５ｍｍ、時計ガラス３の下面と文字板５の上面との間隔
が約２．４５ｍｍ、文字板５の厚みが約０．６ｍｍ、液
晶表示装置８６の厚み、つまり文字板５の下面からハウ
ジング８３内の回路基板８９までの間隔が約２．３ｍｍ
である。また、この腕時計ケース１の外側面から指針軸
１０の中心までの距離が約２１．２ｍｍで、指針１１の
うち、時針の長さが約７．５ｍｍ、分針および秒針の長
さが約１０．５ｍｍ、指針軸１０の中心から紫外線発光
素子８１までの距離が約１１．８５ｍｍ、紫外線発光素
子８１の発光中心部から文字板５までの高さが約１．６
５ｍｍ、文字板５の下面から接点ばね９０の上端部まで
のクリアランスが約０．５ｍｍである。なお、このよう
な寸法は、第１～第７実施形態およびその各変形例にお
いても、ほぼ同じである。
【００９０】このような電子腕時計よれば、屋外などの
明かる所では、腕時計ケース１の外部から時計ガラス３
に入射する外部光のうち、紫外線領域の光が時計ガラス
３に設けられた紫外線反射膜８２によって遮断されるの
で、紫外線領域の光のうち、特に波長の短い中紫外線
（ＵＶ－Ｂ）や遠紫外線（ＵＶ－Ｃ）などの有害な紫外
線領域の光が腕時計ケース１内に入射するのを防ぐこと
ができ、これにより液晶表示装置８６の液晶層が紫外線
によって劣化するのを防止することができる。また、時
計ガラス３に入射する外部光のうち、紫外線領域外の外
部光、例えば可視光線領域の光は、紫外線反射膜８２を
透過して腕時計ケース１内に入射するので、この入射し
た光によって通常の腕時計と同様に時刻を知ることがで
きる。
【００９１】このときには、文字板５、時字１４、指針
１１、見切り部材１２、および液晶表示装置８６の反射
板４６にそれぞれ設けられた各発光層１５は、透明な状
態を呈しているので、各発光層１５によって文字板５、
時字１４、指針１１、見切り部材１２、および液晶表示
装置８６の各時計部品が視認性の影響を受けることがな
く、各時計部品をそのまま見ることができる。このた
め、文字板５、時字１４、および指針１１によって時刻
を知ることができる。また、液晶表示装置８６は、文字
板５の表示用の開口部８５を通して紫外線領域以外の光
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が入射し、この入射した光が上偏光板４４、液晶セル８
７、および下偏光板４５を透過し、この透過した光がさ
らに発光層１５を透過して反射板４６で反射されるの
で、通常の液晶表示装置と同様、時刻などの情報を視認
することができる。
【００９２】また、屋内などの暗い所で紫外線発光素子
８１を点灯させると、紫外線領域の光が腕時計ケース１
内に放射され、この放射された紫外線領域の光が文字板
５、時字１４、指針１１、見切り部材１２、および液晶
表示装置８６の反射板４６にそれぞれ設けられた各発光
層１５に照射され、これにより各発光層１５がそれぞれ
紫外線領域の光に反応して可視光線領域の光で有色発光
するので、暗い所でも時刻を知ることができる。この場
合、紫外線発光素子８１で発光した光は、その一部の光
が各発光層１５に直接照射されると共に、他の一部の光
が時計ガラス３の下面に設けられた紫外線反射膜８２で
反射されて各発光層１５に間接的に照射される。このた
め、紫外線発光素子８１で発光した紫外線領域の光が時
計ガラス３を透過して外部に放出されることがないの
で、紫外線発光素子８１で発光した紫外線領域の光をほ
とんど損失することがなく、効率良く各発光層１５に照
射することができ、これにより各発光層１５を十分に発
光させることができる。
【００９３】このときには、時字１４および見切り部材
１２に設けられた発光層１５は、紫外線発光素子８１か
ら遠ざかるに従って発光量が次第に多くなるように、例
えば紫外線発光素子８１から遠ざかるに従って発光層１
５で発光する光の波長を次第に短くして発光量を異なら
せているので、紫外線発光素子８１の近傍では発光層１
５が波長の長い赤色系で発光し、紫外線発光素子８１か
ら遠ざかるに従って、発光層が次第に波長の短くなる緑
色系から青色系の順で発光する。これにより、紫外線発
光素子８１の近傍の発光層１５では、紫外線領域の光の
照射量が多くても発光量が少なく、紫外線発光素子８１
から遠ざかるに従って紫外線領域の光の照射量が少なく
ても、発光層１５による発光量が多くなる。このため、
紫外線発光素子８１の近傍であっても、また紫外線発光
素子８１から離れていても、ほぼ均一な明るさで発光さ
せることができると共に、各発光層１５によって発光す
る光を色分けすることができ、これにより装飾的にもデ
ザイン的にも好ましいものを得ることができる。
【００９４】また、このときには、紫外線発光素子８１
で発光した紫外線領域の光が文字板５の表示用の開口部
８５を通して液晶表示装置８６に入射し、この紫外線領
域の光が紫外線透過型の上偏光板４４、液晶セル８７、
および紫外線透過型の下偏光板４５を透過し、この透過
した光が反射板４６上に設けられた発光層１５に照射さ
れるので、この発光層１５が紫外線領域の光に反応して
可視光線領域の光で有色発光し、この可視光線領域の光
が液晶セル８７のバックライトとして作用し、液晶セル
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８７を照明することができ、これにより時刻などの情報
を視認することができる。この場合、液晶表示装置８６
は、上偏光板４４および下偏光板４５が紫外線透過型で
あるため、紫外線領域の光が透過して液晶セル８７の液
晶層に照射されるが、紫外線発光素子８１による発光時
間が短いため、長期間使用しても液晶層はほとんど劣化
することがない。
【００９５】このように、この電子腕時計によれば、液
晶表示装置８６の上偏光板４４と下偏光板４５が紫外線
透過型であるから、紫外線領域の光を含む光が上偏光板
４４、液晶セル８７、および下偏光板４５を透過し、こ
の透過した光のうち、紫外線領域外の光、例えば可視光
線領域の光が反射板４６の発光層１５を透過して反射板
４６で反射されるので、この反射された光によって液晶
セル８７を照明することができ、また紫外線領域の光が
発光層１５に照射されると、この紫外線領域の光に発光
層が反応して有色発光するので、この発光層の有色発光
により液晶セル８７を照明することができ、このため液
晶表示装置８６に入射する光が紫外線領域外の可視光線
領域などの光であっても、また紫外線領域の光であって
も、良好に液晶セル８７を照明することができる。
【００９６】また、この電子腕時計では、紫外線発光素
子８１を発光させると、その紫外線領域の光が腕時計ケ
ース１内に放射され、その一部の光が文字板５、指針１
１、見切り部材１２、および液晶表示装置８６の反射板
４６にそれぞれ設けられた各発光層１５に直接照射され
ると共に、他の一部の光が時計ガラス３の下面に設けら
れた紫外線反射膜８２で反射されて各発光層１５に照射
されるので、紫外線発光素子８２で発光した紫外線領域
の光を損失することなく効率良く各発光層１５に照射さ
せることができ、これにより各発光層１５を十分に発光
させることができる。
【００９７】さらに、この電子腕時計では、紫外線反射
膜８２が材質の異なる第１、第２蒸着層９１、９２を交
互に積層させた構造であるから、第１、第２蒸着層９
１、９２の積層数、第１、第２蒸着層９１、９２の各層
厚を適宜選択することにより、紫外線領域の光の反射率
や紫外線領域外の光の透過率を最適に設定することがで
きる。例えば、第１、第２蒸着層９１、９２の積層数を
多くすると、紫外線領域の光の反射率が高くなり、また
第１、第２蒸着層９１、９２の層厚を厚くしても、紫外
線領域の光の反射率が高くなるので、これらを組み合わ
せることにより最適な反射率を得ることができる。
【００９８】この場合、特に第１、第２蒸着層９１、９
２の積層数を２２層に形成し、その全体の厚みを１．０
７５μｍ程度に形成することにより、紫外線領域外の
光、例えば可視光線領域の光を９２％以上透過し、紫外
線発光素子８１からの紫外線領域の光を７０％～９０％
反射し、且つ腕時計ケース１の外部から時計ガラス３に
入射する紫外線領域の光のうち、３００ｎｍ以下の波長
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の光を９０％以上遮断し、好ましくは４００ｎｍ以下の
波長の光を９８％程度遮断するように構成することがで
きる。このため、紫外線発光素子８１で発光した紫外線
領域の光を効率良く反射して十分に発光層１５に照射す
ることができ、また外部からの紫外線領域の光をほぼ確
実にカットすることができ、外部光に含まれている波長
の短い有害な紫外線領域の光、例えば中紫外線（ＵＶ－
Ｂ）や遠紫外線（ＵＶ－Ｃ）が腕時計ケース１内に入射
するのを防ぎ、液晶表示装置８６の液晶層の劣化を防ぐ
ことができ、これにより液晶表示装置８６の耐久性を向
上させることができる。
【００９９】なお、上記第８実施形態では、紫外線発光
素子８１を時計ガラス３の下面に接近させた状態で見切
り部材１２の凹部３１内に配置し、これにより紫外線発
光素子８１を文字板５および指針１１の上方に配置させ
たが、これに限らず、例えば図１８（ａ）または図１８
（ｂ）に示すように、紫外線発光素子８１を配置しても
良い。すなわち、図１８（ａ）に示した変形例では、見
切り部材１２を透明な材料で形成し、この透明な見切り
部材１２の内側下部に紫外線発光素子８１を配置した構
造になっている。また、図１８（ｂ）に示した変形例で
は、見切り部材１２の下側に紫外線発光素子８１を配置
し、見切り部材１２と文字板５との間に隙間Ｓを設け、
この隙間Ｓから紫外線発光素子８１で発光した紫外線領
域の光を文字板５の上方に放射するように構成されてい
る。これらのいずれの場合にも、紫外線発光素子８１は
文字板５と指針１１との間に位置するように配置されて
いるので、時計ガラス３に設けられた紫外線反射膜８２
で紫外線領域の光が反射されるので、第８実施形態と同
様の作用効果がある。
【０１００】また、上記第８実施形態では、時計ガラス
３の下面に紫外線反射膜８２を設けたが、これに限ら
ず、時計ガラス３の上面に設けても良い。また、この紫
外線反射膜８２は、必ずしも蒸着層を積層させた構造で
ある必要はなく、例えば透明な樹脂シート中に紫外線を
反射する紫外線反射剤を混入させた構造でも良く、また
時計ガラス中に紫外線を反射する紫外線反射剤を混入さ
せたものでも良い。このようないずれの構造でも、紫外
線反射剤の混入量を適宜調節して、紫外線領域の光の反
射率および紫外線領域外の光の透過率を最適な状態に設
定することにより、上記第８実施形態と同様の作用効果
を得ることができる。
【０１０１】さらに、上記第８実施形態では、紫外線発
光素子８１から遠ざかるに従って発光層１５の発光量が
次第に多くなるように、例えば紫外線発光素子８１から
遠ざかるに従って発光層１５で発光する可視光線領域の
光の波長が次第に短くなるように構成したが、これに限
らず、紫外線発光素子８１から遠ざかるに従って発光層
１５の層厚が次第に厚くなるように形成しても良く、ま
た発光層１５を図１３に示すようなドット状に設け、そ
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のドット密度が紫外線発光素子８１から遠ざかるに従っ
て次第に高くなるように形成しても良い。このように構
成しても、発光層１５が紫外線発光素子８１から遠ざか
っても、ほぼ均一な明るさで発光させることができる。
【０１０２】なおまた、上記第８実施形態では、電子機
器として、電子腕時計に適用した場合について述べた
が、これに限らず、例えば図２２および図２３に示した
第７実施形態と同様、携帯電話機にも適用することがで
きるほか、電子手帳、電子辞書、携帯端末、パソコン、
印刷機などの各種の電子機器、自動車、計器類などの各
種の機器、または、それらの各部品に広く適用すること
ができる。
【０１０３】
【発明の効果】以上説明したように、請求項１に記載の
発明によれば、モジュールと機器ケースとの間に窓部の
周縁部と対応して設けられている枠状部に紫外線発光部
を設けたので、紫外線発光部が邪魔にならず、しかも衝
撃などを受けて破損しないように紫外線発光部を設置す
ることができると共に、紫外線発光部からの紫外線領域
の光をモジュールと窓部との間に良好に照射させること
ができ、これにより発光層に確実に且つ良好に紫外線を
照射でき、発光層を十分に発光させることができる。こ
の場合、紫外線発光部は、枠状部における窓部の内面に
接近した位置に設けられていることにより、より一層、
良好にモジュールと窓部との間に紫外線領域の光を照射
させることができる。
【０１０４】また、枠状部は、透明な材料からなる枠状
部材であり、その枠状部材の内部に空間部が設けられ、
この空間部に紫外線発光部が配置されていることによ
り、請求項１に記載された発明よりも、より一層、紫外
線発光部が邪魔にならず、しかも衝撃などを受けて破損
しないように、紫外線発光部を設置することができる。
また、モジュールは、指針および文字板により時刻を指
示する機能を備え、指針および文字板に発光層が設けら
れていることにより、紫外線発光部からの紫外線に発光
部が反応して有色発光するので、暗い所でも容易に時刻
を知ることができる。さらに、モジュールは、液晶表示
装置により情報を表示する機能を備え、少なくとも液晶
表示装置に発光層が設けられていることにより、紫外線
発光部からの紫外線に発光部が反応して有色発光するの
で、暗い所でも容易に時刻を視認することができる。
【０１０５】請求項６に記載の発明によれば、紫外線発
光部を点灯させて紫外線領域の光を発光させると、その
紫外線領域の光により発光層が反応して有色発光するの
で、この発光層の有色発光により液晶表示装置を照明す
ることができ、これにより発光層でバックライト機能を
果たすことができ、且つこの発光層の有色発光により装
飾性にも優れたものを得ることができる。この場合、発
光層は蓄光物質が混入されていることにより、発光層中
の蓄光物質が発光層の発光時の光によりエネルギを蓄
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え、紫外線発光部が消灯した後に、蓄光物質が残光とし
て発光するので、残光機能をもたせることができ、これ
によっても装飾性の高いものを得ることができると共
に、紫外線発光部を間歇的に発光させる時間間隔を長く
することができ、消費電力の低減化をも図ることができ
る。
【０１０６】請求項８に記載の発明によれば、一対の透
明な電極基板間に液晶を封入してなる液晶セルの上面と
下面とに紫外線透過型の上偏光板と紫外線透過型の下偏
光板とを配置し、この下偏光板の下側に配置された反射
板の上面に紫外線領域の光に反応して有色発光する発光
層を設けた液晶表示装置であるから、紫外線領域の光を
含む光が上偏光板から入射すると、その光が上偏光板、
液晶セル、および下偏光板を透過し、この透過した光の
うち、紫外線領域外の光、例えば可視光線領域の光は発
光層を透過して反射板で反射されるので、この反射され
た光によって液晶セルを照明することができ、また紫外
線領域の光は発光層に照射されると、この紫外線領域の
光に発光層が反応して有色発光するので、この発光層の
有色発光により液晶セルを照明することができ、このた
め上偏光板から入射する光が紫外線領域外の可視光線領
域などの光であっても、また紫外線領域の光であって
も、良好に液晶セルを照明することができる。
【０１０７】請求項９に記載の発明によれば、窓部を有
する機器ケース内にモジュールを窓部と対応させて配置
すると共に、紫外線発光部を窓部の周縁部と対応させて
配置し、且つモジュールに紫外線領域の光に反応して有
色発光する発光層を設け、窓部の表裏面の少なくとも一
方に紫外線発光部で発光した紫外線領域の光を反射して
これ以外の光を透過する紫外線反射膜を設けたので、紫
外線発光部で発光した紫外線領域の光のうち、一部の光
がモジュールの発光層に直接照射されると共に、他の一
部の光が窓部の紫外線反射膜で反射されて発光層に照射
されるので、紫外線発光部で発光した紫外線領域の光を
損失することなく効率良く発光層に照射させることがで
き、これにより発光層を十分に発光させることができ
る。
【０１０８】この場合、紫外線反射膜が機器ケースの外
部から窓部に入射する外部光のうち、紫外線領域の光の
みを遮断するので、外部光に含まれている波長の短い有
害な紫外線領域の光が機器ケース内に入射するのを防ぐ
ことができ、これにより液晶表示装置の液晶層が紫外線
によって劣化するのを防ぐことができる。また、紫外線
反射膜が薄膜の蒸着層を積層した構造であれば、蒸着層
の積層数、蒸着層の層厚を適宜選択することにより、紫
外線領域の光の反射率を最適な状態に設定することがで
きる。すなわち、蒸着層の積層数を多くすると、紫外線
領域の光の反射率が高くなり、また蒸着層の層厚を厚く
しても、紫外線領域の光の反射率が高くなるので、これ
らを組み合わせることにより最適な反射率を得ることが*
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【０１０９】例えば、紫外線反射膜が、波長４５０ｎｍ
以上の紫外線領域外の光を９２％以上透過し、紫外線発
光部からの紫外線領域の光を７０％～９０％反射し、機
器ケースの外部から窓部に入射する紫外線領域の光のう
ち、３００ｎｍ以下の波長の光を９０％以上遮断し、好
ましくは４００ｎｍ以下の波長の光を９８％程度遮断す
る構造であれば、紫外線発光部で発光した紫外線領域の
光を紫外線反射膜が７０％～９０％反射するので、紫外
線発光部で発光した紫外線領域の光を効率良く反射して
十分に発光層に照射することができ、また外部からの紫
外線領域の光のうち、３００ｎｍ以下の波長の光を９０
％以上遮断し、好ましくは４００ｎｍ以下の波長の光を
９８％程度遮断するので、外部からの紫外線領域の光を
ほぼ確実にカットすることができ、しかも波長４５０ｎ
ｍ以上の紫外線領域外の光を９２％以上透過するので、
紫外線反射膜を透過した紫外線領域外の光によって機器
ケースの内部を良好に照明することができる。
【０１１０】また、紫外線発光部から遠ざかるに従って
発光量が次第に多くなるように、発光層を構成すること
により、紫外線発光部の近傍の発光層に対する紫外線領
域の光の照射量が多くても、その発光層による発光量が
少なく、紫外線発光部から遠ざかるに従って紫外線領域
の光の照射量が少なくても、発光層による発光量が多く
なるので、紫外線発光部の近傍であっても、また紫外線
発光部から離れていても、ほぼ均一な明るさで発光させ
ることができる。この場合、紫外線発光部から遠ざかる
に従って発光する光の波長が次第に短くなるように、発
光層を構成することにより、紫外線発光部の近傍では発
光層で発光する光の波長が長い赤色系で発光させ、紫外
線発光部から遠ざかるに従って、発光層で発光する可視
光線領域の光の波長が次第に短くなる緑色系、青色系の
順で発光させることができ、これにより紫外線発光部の
近傍であっても、また紫外線発光部から離れていても、
ほぼ均一な明るさで発光させることができるほか、発光
層で発光する光を色分けすることができ、これにより装
飾性に優れたものを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明を腕時計に適用した外観側面図。
【図２】図１の腕時計ケースの拡大平面図。
【図３】図１の腕時計の内部構造を示した要部の拡大断
面図。
【図４】図３の時計ガラスの平面図。
【図５】図３の文字板の拡大平面図。
【図６】図３の指針の拡大平面図。
【図７】図５の文字板に設けられた発光層の拡大断面
図。
【図８】（ａ）は文字板の上面全体に発光層を設けた
図、（ｂ）は指針の上面の一部に発光層を設けた図。
【図９】時計ガラスおよび文字板の各下面および見切り
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部材の内面に発光層を設けた場合における腕時計の内部
構造を示した要部の拡大断面図。
【図１０】時計ガラスを２枚のガラス板で構成し、その
間に発光層を設けた場合の要部の拡大断面図。
【図１１】発光層中に蓄光物質を混入させた要部の拡大
断面図。
【図１２】この発明を腕時計に適用した第２実施形態に
おいて、文字板上に積層構造の発光層を設けた要部の拡
大断面図。
【図１３】この発明を腕時計に適用した第３実施形態に
おいて、文字板上に点状発光部をドット状に配列してな
る発光層を設けた要部の拡大断面図。
【図１４】図１３の文字板上の発光層に紫外線領域の光
を当てた状態の平面図。
【図１５】時計部品である文字板の上面にアンダーコー
ト膜を介して発光層を設け場合の要部の拡大断面図。
【図１６】この発明を腕時計に適用した第４実施形態に
おける内部構造を示した要部の拡大断面図。
【図１７】図１６の腕時計の拡大平面図。
【図１８】（ａ）は透明な見切り部材内に紫外線ランプ
を配置した構造を示した要部の拡大断面図、（ｂ）は見
切り部材と腕時計ケースの内面との間に設けられた空間
部内に紫外線ランプを配置して見切り部材と文字板５と
の隙間から紫外線を照射させる構造を示した要部の拡大
断面図。
【図１９】時計ガラスの下面に設けられた反射面で紫外
線ランプからの紫外線を反射させる構造を示した要部拡
大断面図。
【図２０】この発明を腕時計に適用した第５実施形態に
おける内部構造を示した要部の拡大断面図。
【図２１】この発明を腕時計に適用した第６実施形態に
おける内部構造を示した要部の拡大断面図。
【図２２】この発明を携帯電話機に適用した第７実施形
態を示した外観斜視図。
【図２３】図２２のＡ－Ａ矢視における拡大断面図。
【図２４】（ａ）は時計ガラスまたは保護ガラスに発光
物質を混入させた場合の要部の拡大断面図、（ｂ）は透
明な見切り部材に発光物質を混入させた場合の要部の拡*
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*大断面図。
【図２５】この発明を腕時計に適用した第８実施形態の
拡大正面図。
【図２６】図２５のＢ－Ｂ矢視における拡大断面図。
【図２７】図２６の液晶表示装置を分解して示した拡大
断面図。
【図２８】図２６の時計ガラスにおける紫外線反射膜の
拡大断面図。
【図２９】図２６における各部分の寸法を示した断面
図。
【符号の説明】
１  腕時計ケース
３  時計ガラス
５  文字板
６、４０、８０  時計モジュール
１１  指針
１２、６７  見切り部材
１５、２０、２５  発光層
１７  蓄光物質
２１～２３  第１～第３発光膜
２６  点状発光部
３０、８１  紫外線発光素子
３１、３２  凹部
３３  空間部
４１、５０、８６  液晶表示装置
４２、４３  透明な電極基板
４４  上偏光板
４５  下偏光板
４６  反射板
５１  紫外線発光装置
６０  機器ケース
６３  保護ガラス
６６  モジュール
８２  紫外線反射膜
８７  液晶セル
９１  第１蒸着層
９２  第２蒸着層

【図１】 【図６】 【図１０】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図７】 【図９】
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【図８】 【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２４】

【図２７】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】

【図２５】

【図２８】
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【図２６】

【図２９】
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【手続補正書】
【提出日】平成１４年９月６日（２００２．９．６）

【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６

【補正方法】変更
【補正内容】
【図２６】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２９ *

*【補正方法】変更
【補正内容】
【図２９】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(72)発明者  町田  修一
            東京都羽村市栄町３丁目２番１号  カシオ
            計算機株式会社羽村技術センター内
(72)発明者  碓氷  則久
            東京都羽村市栄町３丁目２番１号  カシオ
            計算機株式会社羽村技術センター内

Ｆターム(参考） 2F002 AA06 AB02 AB03 AB06 AC01
                      AC04 EA01 EF01 EF02 EH04
                2H091 FA08X FA08Z FA14Z FA43X
                      FA43Z FC02 LA18 LA30
                      MA10 



专利名称(译) 电子设备和液晶显示装置

公开(公告)号 JP2003098272A 公开(公告)日 2003-04-03

申请号 JP2002161480 申请日 2002-06-03

[标]申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机株式会社

申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机有限公司

[标]发明人 上野正人
平野忠男
町田修一
碓氷則久

发明人 上野 正人
平野 忠男
町田 修一
碓氷 則久

IPC分类号 G02F1/13357 G04B19/32 G04G9/00 H04M1/02 H04M1/22

CPC分类号 G02F1/133617 G04G9/0041 H04M1/0283 H04M1/22

FI分类号 G04B19/32.A G02F1/13357 G04G9/00.308.C G04G17/04

F-TERM分类号 2F002/AA06 2F002/AB02 2F002/AB03 2F002/AB06 2F002/AC01 2F002/AC04 2F002/EA01 2F002
/EF01 2F002/EF02 2F002/EH04 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FA14Z 2H091/FA43X 2H091
/FA43Z 2H091/FC02 2H091/LA18 2H091/LA30 2H091/MA10 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191
/FA31Z 2H191/FA83X 2H191/FA83Z 2H191/FC02 2H191/LA24 2H191/LA40 2H191/MA20

优先权 2001216775 2001-07-17 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种紫外光发射部分，以便可以令人满意地用紫外光
照射紫外光发射部分，并且紫外光发射部分不会受到干扰，也不会受到
撞击的破坏。 解决方案：紫外线发光元件30设置在位于模块66和设备外
壳60之间的分隔构件67上，以与保护玻璃63的外围边缘相对应，以使紫
外线发光元件30不会干涉。 此外，可以安装紫外线发光元件30，使其不
被冲击损坏，并且可以将来自紫外线发光元件30的紫外线区域中的光令
人满意地照射在模块66和保护玻璃63之间。 结果，可以向发光层15可靠
且令人满意地照射紫外线，并且发光层15可以充分发光。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9c1fcd37-19d3-4bc9-9e0d-cee05b7c6a60
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026618870/publication/JP2003098272A?q=JP2003098272A

